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要  旨

計算機がユーザの行動意図を把握し，それに応じたサービスを提供することは，ユビキタスコ

ンピューティングとソーシャルコンピューティングの双方において重要な課題とされている．得

られた情報リソースから行動意図を認識するためには，行動の構成要素（行動属性）の把握と相

関ルール（行動間の関係）が必要である．これを予め定義しておくことは手間がかかるだけでな

く，未知の意図にも対応できず問題がある．一方，Webやセンサイベントから行動データを収集

し，行動属性の抽出と行動間の相関ルールの発見を行う先行研究がある．しかし，抽出のための

準備コストが大きい，抽出できる行動属性が少ない，適用可能な文の種類が少ない，行動属性間

の係り受け関係が十分に考慮されていないなどの問題がある．

そこで本研究では，通常の人間の行動は｛行動主，動作，対象，時刻，場面，時間，場所，利

用オブジェクト，時制，感情，評価，事実性｝の 12種類の行動属性で表現できると仮定し，Web

ページに記述された文に含まれるこれらの行動属性を全て抽出する（タスク 1）．次に，抽出した

行動属性の正規化と意味的な分類を実施し，人間の行動を表す意味ネットワークを構築する（タ

スク２）．この意味ネットワークは人間の行動の属性と行動間の関係を表す集合知である．そして，

この意味ネットワークを参照し，得られた情報リソースから行動意図を推測する（タスク 3）．最

後に，個々のユーザの行動意図に基づき，提供しようとする商品・情報のランキング手法を作り，

そのユーザに最適な商品・情報（行動パターンなど）を提供する（タスク 4）．

本論文では，タスク 1に焦点を当て，日本語のWeb ページを対象とし，12種類の行動属性の

うち｛動作，対象，行動主，時刻，場面，場所｝とこれらの行動属性間の関係を自動的に抽出す

る手法を提案する．提案手法では，Web コーパスから相互関連抽出の最先端技術である O-CRF

をベースにして，条件付確率場と自己教師あり学習を利用する．また，実験結果から，提案手法

はシングルパスで２つから６つまでの要素｛動作，対象，行動主，時刻，場面，場所｝から構成

される関係を自動的に抽出でき，高い抽出精度（88.75%）を得た．また，｛動作，対象，行動主，

時刻，場面，場所｝の抽出精度はそれぞれ，｛99.38%，98.10%，94.37%，95.65%，92.94%，92.31%｝

であった．


